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『求められる固体管理。
      広がるダイレクトマーキング』

  

　最初にダイレクトマーキングについ
て復習しておきましょう。
　通常、バーコードや２次元コードは
ラベルなどに印字した上で、貼り付けて
使用されます。しかし、バーコード／２
次元コードを利用した管理を行うもの
には、さまざまな事情でラベルを貼るこ
とができないものが存在します。
　例えば、小型の電子機器の中の小さ
な基板。基板サイズが小さいにもかか
わらず沢山の部品を実装しているため
にラベルを貼るスペースがありません。
また、製造工程において洗浄の工程が
ある場合なども、ラベルの耐久性の問
題を解決する必要があります。
　このようなときに有効な手段とされ
るのがダイレクトマーキングで、対象素
材にバーコードや２次元コードを直接
印字（マーキング）してしまう方法です。

　
　ダイレクトマーキングが選択される
のには、大きく２つの理由があります。
　最初の理由は、スペースの問題を解
決するために選択される場合です。

　前述の通り、例えば携帯電話やデジ
タルカメラのような小型の機器の中身
には、２次元コードを使って管理したく
ても、ラベルを貼るスペースがないこと
が往々にしてあります。固体管理が目的
の場合が多いので、製造番号とロットだ
けをコード化しているケースも多く、２
次元コード自体のサイズも小さなもの
で済みます。
　しかし、その小さな２次元コードもラ
ベル上に印刷してしまうと、それなりの
大きさになってしまいます。また、数ミリ
のラベルに印字しても、製造工程内で
それを人手で部品に貼るのは、非常に
困難な作業であることは、容易に想像
がつきます。
　そのような時に多く見られるのが
レーザーマーカーによって、基板や部
品などに直接印字してしまうケースで
す。この方法なら、必要なスペースは
コードのサイズとほぼ同じで済みます。
　第２の理由は、耐久性の問題からダ
イレクトマーキングが選択される場合
です。
　代表的な例は、自動車のエンジンの
ように長い間極めて高い温度の環境下
で使用される可能性があるものや、屋
外に長期間放置される可能性があるよ
うな場合です。
　その他にも、ラベルを貼ることはでき

ても、製造の工程などで剥がれてしま
う、変色してしまうといったケースで、ダ
イレクトマーキングが選ばれています。
素材にダイレクトにマーキングするわ
けですから、このような厳しい環境でも
バーコードや２次元コードは半永久的
に残ります。こうして耐久性の問題を解
決するのです。
　このように大雑把に言うと電子機器
／部品の製造工程では多くの場合印字
スペースの問題を解決するために、自
動車関連では印字の耐久性を期待して
ダイレクトマーキングが採用され、固体
管理（トレーサビリティ）が実現している
のです。

　電子部品、液晶や自動車用電子部品
などの業界で成功事例が広まると、そ
れまで固体管理をあきらめていたり、大
変な手間を掛けて管理していた分野や
業界などから、ダイレクトマーキングの
導入検討が増えてきました。

デジタル家電メーカーや電子部品メーカーでは、2次元コードを利用して使用部品や生
産情報を固体単位でトレーサビリティをする動きは、今や特別な手法ではなく一般的な
手法として導入がひろがっています。この固体レベルでの管理を実現可能にしたのがダ
イレクトマーキングなのです。
今号は、ダイレクトマーキングの有効性により、固体管理の要求が広がるさまざまな分
野を紹介します。

製品紹介:
東研独自の最新技術『Dual Illumination Technol-
ogy』を搭載した、ダイレクトマーキング用ハンドス
キャナ。基板、ガラス、金属など素材を選ばず読み
取り可能。高分解能タイプでは0.04mmの業界最
高水準の分解能を実現。11月中旬発売予定。

広がる固体管理の要求

おかげさまで40周年

ダイレクトマーキングって何だ？

ダイレクトマーキングが
　　　　　　　　　選ばれる理由
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